
ベンダーロックインからの脱却による
病院主導の機器選択で適材適所での製品導入が可能に

日本赤十字社 大津赤十字病院

CASE STUDY　　ThinkCentre、ThinkPad、ThinkStation、
　　　　　　　　  　　ThinkVision、Lenovo Services、Accessory

 導入時の課題 
医療分野特有の古い慣習により

病院側の意見が通らず、

ベンダー主導の機器選定に

　37の診療科と病床数684床の総合的医療機能に加え、

「高度救命救急センター」を備え、「基幹災害拠点病院」

としての役割を担う大津赤十字病院。「地域医療支援病院」

「がん診療連携拠点病院」「総合周産期母子医療センター」

「一次脳卒中センター」の承認・指定を受け、安心・安全

の医療を提供し、滋賀県に地域貢献している。

　そんな同院だが、電子カルテを含めた院内全域のITシス

テム・機器がリプレース時期を迎え、刷新の必要に迫ら

れた。そこで、2020年にシステム刷新プロジェクトを発足

させ、機器の検討を開始。当時について、大津赤十字病

院 事務部 医療情報課長 兼 情報システム係長 兼 診療支援

係長 橋本 智広 氏は以下のように語る。

　「実は、これまではPC導入において医療分野ならではの

暗黙のルールがありました。それは、『医療システム、関

連機器も含めベンダーを統一する』というものです。たと

えば、電子カルテを導入したら、その提供メーカーとPCメー

カーを合わせなければならなかったのです。ですので、

いままではPCの選択肢は病院側にはありませんでした」

（橋本氏）

　多くの医療機関は、このような暗黙のルールに縛られて

いたが、最近になってベンダー側がその考えを見直したた

め、自由なPC選択が可能になったそうだ。だが代わりに、

ベンダーが異なれば、PCのサポートを受けられなくなると

いう制約もできたとのこと。

　「ベンダーによるPCのサポートはなくなりますが、今回

のシステム刷新プロジェクトを機に、新しいシステム・機

器は、コストを意識した形で適材適所になるように、複数

のベンダーから選択したいと考え、病院をあげて対策に乗

り出すことになりました。これまでは、ベンダーの仕組み

に合わせることが優先されていましたが、そもそも電子カ

ルテシステムとPCの対応OSが合致していたら問題なく利

用できるはずです。そのため、いろいろなメーカーや機種

から選択することで、当院に最適なPCは何かを模索する

とともに、ベンダーロックインから脱却したいと考えてい

ました」（橋本氏）

　そこで、今回の大幅なシステム刷新においては、メーカー

を1社に絞るのではなく、適材適所でメーカーごとに直接

依頼をかける「分離発注」という方法が取られた。

内での使用ということで『省スペース性』『静音性』も評

価ポイントになりました。機器の評価以外にも、病院関

係者の疑問に対するレスポンスが素早いなど、レノボ担当

者のきめ細かな営業対応も評価につながっています」（橋

本氏）

　このアンケート結果をもとに、2021年3月に大津赤十字

病院はThinkPadなどのレノボPCを電子カルテシステムの

端末とすることに決定。1000台近いPCの交換・納品とい

うことで、下準備を含め計4 ヶ月、総勢200名近い関係者

を数える大きなプロジェクトになったが、オンラインコミュ

ニケーションツールによる効率的な情報共有により、ス

ムーズなPC入れ替えが実現した。

　
  導入効果 
省スペース性とコストメリットの恩恵を

余すことなく享受し、働き方改革に適用

次回のリプレースに向けた指標も得られる

　導入完了からまだ時間は経っていないが、端末の入れ

替えによる効果は確実に表れ始めているという。特に、多

い意見としてはPCのレスポンス向上だ。

　「電源を入れてからの起動スピードが上がった、システ

ムがサクサク動くようになったなど、PCそのもののレスポ

ンスが向上したと、現場から喜びの声があがっています」

（橋本氏）
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　ThinkVisionやThinkPadなど、筐体そのものがスリムで

あるため、手狭だった机の上にスペースが生まれ、PCを置

ける台数が増えた。なかには、省スペースになったことで、

デュアルモニター環境を実現したユーザーもいるとのこと。

　また、PCの導入コスト自体も削減されたことで、従来の

台数から1割程度PCを増やすことができた。以前はPCの

台数が少なかったことから、特に病棟での「PC待ち」が

発生していたが、PCの増設により待ち時間が短縮された。

これにより、削減された待機時間を本来の業務に費やせる

ようになるなど、限られた予算内でPCの台数を増やせたこ

とも病院の働き方改革の推進にもつながっている。

 
 選択のポイント 
省スペース性や静音性、

導入コストなど総合的に好印象

配慮の行き届いた営業対応も導入の決め手に
　機種選定に関しては、レノボを含むWindows PCベン

ダー５社に相談し、病院内で内覧会を実施。医療情報課

のメンバーに加え、医師、看護師、検査技師、薬剤師、

事務など、総勢36名の多種多様な職種の責任者が参加し、

そのうえでアンケートを取った。

　「使い勝手や機能面、耐久性はもちろん、導入コストと

保守サポートコストを合わせた全体評価で、一番優れて

いたのがThinkPadをはじめとしたレノボ製品でした。院

医療分野ならではの慣習として、
電子カルテの提供元と同じメー
カーの PC じゃないと導入でき
ないという暗黙のルールがあっ
た。そのため、PC 選定がベン
ダー任せになっており、利用者
の意見を反映しにくかった。

課題

電子カルテを利用できる PC と
いう条件を満たしたうえで、利
用実態に合った省スペースで
耐久性のある ThinkCentre、
ThinkPad、ThinkStation 等
を導入。ThinkVision により、
デュアルモニター環境も実装
できた。

ソリューション

最新型 PC の導入によるレスポ
ンス向上を体感。コスト削減の
恩恵を受け、当時導入していた
台数よりも PC を増やすことがで
きた。また、従来生じていた
PC 使用の待ち時間が削減され、
本来の業務に集中できるように。

導入効果

　レノボのサポート体制についても、従来と同様の品質の

サポートを受けられているため、ベンダーが変わったから

といって特に不満を感じる場面はないとのこと。また、初

の試みとなる分離発注によって、次のリプレースに向けた

指針を得られたと橋本氏は語る。

　「システムベンダーとPCベンダーの分離発注を経験した

ことで、いままで見えてこなかった課題に気付くことがで

きました。たとえば、キーボードのタッチ感覚など、細か

な点にも配慮すべきだということがわかりました。次回の

リプレースでは、実務に近い使用感を確認するなど、新

たな評価軸で製品を検討しようと考えています」（橋本氏）

  今後の展望 
アナログ文化が色濃く残る病院業務を
積極的なデジタル活用で効率化
　

大津赤十字病院では、デジタルを活用したさらなる業
務効率を図っていこうとしている。たとえば、院内で使わ

れる書類のペーパーレス化もその１つだ。

　「問診の際に紙が使われるなど、まだまだ紙文化が残っ

ています。もしそれを電子化できれば、システムへの転記

が不要になりますし、転記ミスや人の目によるチェック作

業も減ることでしょう。また、データを病院システムとシー

ムレスに連携することで、効率化な医療が実現できるかも

しれません。病院という特性上、まだまだ紙・ハンコ文

化が根強く残るなどアナログの部分も多くありますが、効

率化・自動化できる作業に関しては積極的にデジタル化し

ていきたいと考えています」（橋本氏）

　これからも大津赤十字病院では、ThinkPadをはじめと

するレノボ製品を有効活用することで、患者に寄り添った

医療を提供していくことだろう。

大津赤十字病院は、日本赤十字社滋賀支部病院をルーツとする医療機関。緊急医療向けの「高度救命救急センター」を備え、非
常災害救護では「基幹災害拠点病院」の役割も担っている。同院では、電子カルテを含む病院システム全体のリプレースに伴い、
1000台を超える業務用端末の総入れ替えを行うこととなった。そこで、「適材適所なシステム導入」をテーマに、電子カルテと連携
可能なWindows PCの選定を病院主体で実施。ベンダーロックインからの脱却はもちろん、ThinkPadをはじめとするレノボPCなど
の導入により、業務効率化や大幅な省スペース化を実現した。
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から選択することで、当院に最適なPCは何かを模索する

とともに、ベンダーロックインから脱却したいと考えてい

ました」（橋本氏）

　そこで、今回の大幅なシステム刷新においては、メーカー

を1社に絞るのではなく、適材適所でメーカーごとに直接

依頼をかける「分離発注」という方法が取られた。

内での使用ということで『省スペース性』『静音性』も評

価ポイントになりました。機器の評価以外にも、病院関

係者の疑問に対するレスポンスが素早いなど、レノボ担当

者のきめ細かな営業対応も評価につながっています」（橋

本氏）

　このアンケート結果をもとに、2021年3月に大津赤十字

病院はThinkPadなどのレノボPCを電子カルテシステムの

端末とすることに決定。1000台近いPCの交換・納品とい

うことで、下準備を含め計4 ヶ月、総勢200名近い関係者

を数える大きなプロジェクトになったが、オンラインコミュ

ニケーションツールによる効率的な情報共有により、ス

ムーズなPC入れ替えが実現した。

　
  導入効果 
省スペース性とコストメリットの恩恵を

余すことなく享受し、働き方改革に適用

次回のリプレースに向けた指標も得られる

　導入完了からまだ時間は経っていないが、端末の入れ

替えによる効果は確実に表れ始めているという。特に、多

い意見としてはPCのレスポンス向上だ。

　「電源を入れてからの起動スピードが上がった、システ

ムがサクサク動くようになったなど、PCそのもののレスポ

ンスが向上したと、現場から喜びの声があがっています」

（橋本氏）

　ThinkVisionやThinkPadなど、筐体そのものがスリムで

あるため、手狭だった机の上にスペースが生まれ、PCを置

ける台数が増えた。なかには、省スペースになったことで、

デュアルモニター環境を実現したユーザーもいるとのこと。

　また、PCの導入コスト自体も削減されたことで、従来の

台数から1割程度PCを増やすことができた。以前はPCの

台数が少なかったことから、特に病棟での「PC待ち」が

発生していたが、PCの増設により待ち時間が短縮された。

これにより、削減された待機時間を本来の業務に費やせる

ようになるなど、限られた予算内でPCの台数を増やせたこ

とも病院の働き方改革の推進にもつながっている。

 
 選択のポイント 
省スペース性や静音性、

導入コストなど総合的に好印象

配慮の行き届いた営業対応も導入の決め手に
　機種選定に関しては、レノボを含むWindows PCベン

ダー５社に相談し、病院内で内覧会を実施。医療情報課

のメンバーに加え、医師、看護師、検査技師、薬剤師、

事務など、総勢36名の多種多様な職種の責任者が参加し、

そのうえでアンケートを取った。

　「使い勝手や機能面、耐久性はもちろん、導入コストと

保守サポートコストを合わせた全体評価で、一番優れて

いたのがThinkPadをはじめとしたレノボ製品でした。院

　レノボのサポート体制についても、従来と同様の品質の

サポートを受けられているため、ベンダーが変わったから

といって特に不満を感じる場面はないとのこと。また、初

の試みとなる分離発注によって、次のリプレースに向けた

指針を得られたと橋本氏は語る。

　「システムベンダーとPCベンダーの分離発注を経験した

ことで、いままで見えてこなかった課題に気付くことがで

きました。たとえば、キーボードのタッチ感覚など、細か

な点にも配慮すべきだということがわかりました。次回の

リプレースでは、実務に近い使用感を確認するなど、新

たな評価軸で製品を検討しようと考えています」（橋本氏）

  今後の展望 
アナログ文化が色濃く残る病院業務を
積極的なデジタル活用で効率化
　

大津赤十字病院では、デジタルを活用したさらなる業
務効率を図っていこうとしている。たとえば、院内で使わ

れる書類のペーパーレス化もその１つだ。

　「問診の際に紙が使われるなど、まだまだ紙文化が残っ

ています。もしそれを電子化できれば、システムへの転記

が不要になりますし、転記ミスや人の目によるチェック作

業も減ることでしょう。また、データを病院システムとシー

ムレスに連携することで、効率化な医療が実現できるかも

しれません。病院という特性上、まだまだ紙・ハンコ文

化が根強く残るなどアナログの部分も多くありますが、効

率化・自動化できる作業に関しては積極的にデジタル化し

ていきたいと考えています」（橋本氏）

　これからも大津赤十字病院では、ThinkPadをはじめと

するレノボ製品を有効活用することで、患者に寄り添った

医療を提供していくことだろう。

分離発注の成功体験により、
ベンダーロックインの呪縛から解放されました。
レノボ営業担当者が最適な提案と確実な納入で支援するなど、
当院のチャレンジに親身になって対応してくれました。

 

大津赤十字病院 事務部 医療情報課長 兼 
情報システム係長 兼 診療支援係長
橋本 智広 氏

CASE STUDY　  ThinkCentre、ThinkPad、ThinkStation
　　　　　　　　 ThinkVision、Lenovo Services、Accessory



CASE STUDY　    ThinkCentre、ThinkPad、ThinkStation
　　　　　　　　   ThinkVision、Lenovo Services、Accessory

 導入時の課題 
医療分野特有の古い慣習により

病院側の意見が通らず、

ベンダー主導の機器選定に

　37の診療科と病床数684床の総合的医療機能に加え、

「高度救命救急センター」を備え、「基幹災害拠点病院」

としての役割を担う大津赤十字病院。「地域医療支援病院」

「がん診療連携拠点病院」「総合周産期母子医療センター」

「一次脳卒中センター」の承認・指定を受け、安心・安全

の医療を提供し、滋賀県に地域貢献している。

　そんな同院だが、電子カルテを含めた院内全域のITシス

テム・機器がリプレース時期を迎え、刷新の必要に迫ら

れた。そこで、2020年にシステム刷新プロジェクトを発足

させ、機器の検討を開始。当時について、大津赤十字病

院 事務部 医療情報課長 兼 情報システム係長 兼 診療支援

係長 橋本 智広 氏は以下のように語る。

　「実は、これまではPC導入において医療分野ならではの

暗黙のルールがありました。それは、『医療システム、関

連機器も含めベンダーを統一する』というものです。たと

えば、電子カルテを導入したら、その提供メーカーとPCメー

カーを合わせなければならなかったのです。ですので、

いままではPCの選択肢は病院側にはありませんでした」

（橋本氏）

　多くの医療機関は、このような暗黙のルールに縛られて

いたが、最近になってベンダー側がその考えを見直したた

め、自由なPC選択が可能になったそうだ。だが代わりに、

ベンダーが異なれば、PCのサポートを受けられなくなると

いう制約もできたとのこと。

　「ベンダーによるPCのサポートはなくなりますが、今回

のシステム刷新プロジェクトを機に、新しいシステム・機

器は、コストを意識した形で適材適所になるように、複数

のベンダーから選択したいと考え、病院をあげて対策に乗

り出すことになりました。これまでは、ベンダーの仕組み

に合わせることが優先されていましたが、そもそも電子カ

ルテシステムとPCの対応OSが合致していたら問題なく利

用できるはずです。そのため、いろいろなメーカーや機種

から選択することで、当院に最適なPCは何かを模索する

とともに、ベンダーロックインから脱却したいと考えてい

ました」（橋本氏）

　そこで、今回の大幅なシステム刷新においては、メーカー

を1社に絞るのではなく、適材適所でメーカーごとに直接

依頼をかける「分離発注」という方法が取られた。

内での使用ということで『省スペース性』『静音性』も評

価ポイントになりました。機器の評価以外にも、病院関

係者の疑問に対するレスポンスが素早いなど、レノボ担当

者のきめ細かな営業対応も評価につながっています」（橋

本氏）

　このアンケート結果をもとに、2021年3月に大津赤十字

病院はThinkPadなどのレノボPCを電子カルテシステムの

端末とすることに決定。1000台近いPCの交換・納品とい

うことで、下準備を含め計4 ヶ月、総勢200名近い関係者

を数える大きなプロジェクトになったが、オンラインコミュ

ニケーションツールによる効率的な情報共有により、ス

ムーズなPC入れ替えが実現した。

　
  導入効果 
省スペース性とコストメリットの恩恵を

余すことなく享受し、働き方改革に適用

次回のリプレースに向けた指標も得られる

　導入完了からまだ時間は経っていないが、端末の入れ

替えによる効果は確実に表れ始めているという。特に、多

い意見としてはPCのレスポンス向上だ。

　「電源を入れてからの起動スピードが上がった、システ

ムがサクサク動くようになったなど、PCそのもののレスポ

ンスが向上したと、現場から喜びの声があがっています」

（橋本氏）

　ThinkVisionやThinkPadなど、筐体そのものがスリムで

あるため、手狭だった机の上にスペースが生まれ、PCを置

ける台数が増えた。なかには、省スペースになったことで、

デュアルモニター環境を実現したユーザーもいるとのこと。

　また、PCの導入コスト自体も削減されたことで、従来の

台数から1割程度PCを増やすことができた。以前はPCの

台数が少なかったことから、特に病棟での「PC待ち」が

発生していたが、PCの増設により待ち時間が短縮された。

これにより、削減された待機時間を本来の業務に費やせる

ようになるなど、限られた予算内でPCの台数を増やせたこ

とも病院の働き方改革の推進にもつながっている。

 
 選択のポイント 
省スペース性や静音性、

導入コストなど総合的に好印象

配慮の行き届いた営業対応も導入の決め手に
　機種選定に関しては、レノボを含むWindows PCベン

ダー５社に相談し、病院内で内覧会を実施。医療情報課

のメンバーに加え、医師、看護師、検査技師、薬剤師、

事務など、総勢36名の多種多様な職種の責任者が参加し、

そのうえでアンケートを取った。

　「使い勝手や機能面、耐久性はもちろん、導入コストと

保守サポートコストを合わせた全体評価で、一番優れて

いたのがThinkPadをはじめとしたレノボ製品でした。院

　レノボのサポート体制についても、従来と同様の品質の

サポートを受けられているため、ベンダーが変わったから

といって特に不満を感じる場面はないとのこと。また、初

の試みとなる分離発注によって、次のリプレースに向けた

指針を得られたと橋本氏は語る。

　「システムベンダーとPCベンダーの分離発注を経験した

ことで、いままで見えてこなかった課題に気付くことがで

きました。たとえば、キーボードのタッチ感覚など、細か

な点にも配慮すべきだということがわかりました。次回の

リプレースでは、実務に近い使用感を確認するなど、新

たな評価軸で製品を検討しようと考えています」（橋本氏）

  今後の展望 
アナログ文化が色濃く残る病院業務を
積極的なデジタル活用で効率化
　

大津赤十字病院では、デジタルを活用したさらなる業
務効率を図っていこうとしている。たとえば、院内で使わ

れる書類のペーパーレス化もその１つだ。

　「問診の際に紙が使われるなど、まだまだ紙文化が残っ

ています。もしそれを電子化できれば、システムへの転記

が不要になりますし、転記ミスや人の目によるチェック作

業も減ることでしょう。また、データを病院システムとシー

ムレスに連携することで、効率化な医療が実現できるかも

しれません。病院という特性上、まだまだ紙・ハンコ文

化が根強く残るなどアナログの部分も多くありますが、効

率化・自動化できる作業に関しては積極的にデジタル化し

ていきたいと考えています」（橋本氏）

　これからも大津赤十字病院では、ThinkPadをはじめと

するレノボ製品を有効活用することで、患者に寄り添った

医療を提供していくことだろう。

受付時間：月曜日から金曜日9時から17時30分
（祝日および年末年始休業日を除く）0120-68-6200

Tech_ISR@lenovo.comdirect01_jp@lenovo.com

法人のお客様向け 
見積依頼・ご購入
相談窓口

お電話やメールでのお問い合わせはこちら！

サーバー製品PC製品

Lenovo、レノボ、レノボロゴ、Lenovo Services、ThinkAccessories、ThinkAgile、ThinkCentre、ThinkPad、ThinkPlus、ThinkServer、ThinkSmart、ThinkStation、ThinkSystem、ThinkVantage、ThinkVision、TrackPoint、
UltraNav、Rescue and Recovery、Smarter technology for all、は、Lenovo Corporationの商標。Microsoft、 Windows、Windows ロゴ、Windows Server、Excel、InfoPath、OneNote、Outlook、PowerPoint、Visio、Office 
ロゴ、IntelliMouse は、米国Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。Ultrabook、Celeron、Celeron Inside、Core Inside、Intel、インテル、Intel ロゴ、Intel Atom、Intel Atom 
Inside、Intel Core、Intel Inside、Intel Inside ロゴ、Intel vPro、Intel Evo、Pentium、Pentium Inside、vPro Inside、Xeon、Xeon Inside、Intel Agilex、Arria、Cyclone、Movidius、eASIC、Ethernet、Iris、MAX、Select 
Solutions、Si Photonics、Stratix、Tofino、Intel Optane は、Intel Corporation またはその子会社の商標です。他の会社名、製品名、サービス 名等は、それぞれ各社の商標または登録商標です。

〒101-0021　東京都千代田区外神田四丁目14番1号　秋葉原UDX 
レノボ・ジャパン合同会社

https://www.lenovo.com/jp/ja/pc


